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「幸せの、チカラに。」は、環境配慮の観点から、適切に管理されたFSC®
認証林およびその他の管理された供給源からの原材料で作られています。
また、環境に配慮したインキ・印刷方法、ステープラーを使用しない製本
方法を採用。個別配送は封筒を使用せず表紙に宛名を印字、環境配慮と
コスト低減を図っています。宛て先はOliveシステム（2023年7月3日）の情
報を基にしています。緊急の追加送付依頼または返却は右記にお願いします。

パソナ・パナソニック
ビジネスサービス株式会社
基幹サービスセンター Post No. 622-514
haisou@ml.jp.panasonic.com
（パナソニックドメインのアドレスから
メール願います）

パナソニック マーケティ
ング ジャパン（株）所属
の方々は、「PMJ 人事セ
ンター 各地区の 総務・
安全衛生課」へお問い
合わせください。

◎本誌掲載の記事、写真、イラストの無断転載・
二次使用を禁止します。閲覧後は保管、また
は適切な方法で再資源化・廃棄ください。誌
面には社員の名前などを掲載していますので、
通勤途上や公共の場所での置き忘れなどがな
いよう、取り扱いにはご注意ください。◎本誌
掲載の役職、組織名は、2023年7月現在のも
のです。

『幸せの、チカラに。』は、パナソニックグルー
プの社員と、そのご家族向けのコミュニケー
ションマガジンです。職場内のほか、ご家
庭に持ち帰って皆さんでお読みください。

Jul. 2023Vol. 06

ご家族の皆様とも一緒にご覧ください

楠見さんとの座談会
参加社員の皆さん

（Panasonic XC　KADOMAにて）

COVER

「幸せの、チカラに。」の実現を目指す現場社員の思いや取り組みを、IT 環境を問わずいつでも・どこでも閲覧できるよう、皆さんのお手元にお届けしています。依頼用Forms

08 パナソニックグループのひと
ヴィジャイ・ワダワンさん／仁井 雄介さん／
梅村 一生さん

02 一人ひとりが「幸せ」をつくりだす
リーダーに

04 Panasonic Leadership Principles
一人ひとりがリーダーとして挑戦し続ける会社に

22 経営基本方針 実践の心 Vol. 6

20 Message from
神戸大学大学院 教授 鈴木 竜太さん

14 Talking with Kusumi
Panasonic Leadership Principlesについて考える 
～「社員稼業」の実践に向けて

26 表情写真館 現場のチカラ
ロダ・I・ボルハさん／宮田 拓哉さん

24 ブランド－私たちの絆
2023年経営理念特別展
経営のコツここなりと気づいた価値は百万両

28 Meet The Athletes
石田 成実選手（インタビュアー：三村 菜々子さん）

30 PIWクローズアップ

32 歴史ものがたり
大阪電燈の入社辞令

社員稼業に徹する
特集

Episode 04

歴史資料にまつわる創業者の思いや
エピソードを紹介します。

大阪電燈の
入社辞令

1910年、電気の時代の到来を
感じた創業者は、15歳で大阪電燈（現・関西電力）
に入社します。熱心に働いて頭角を現し、通天
閣の電灯工事に携わるなど、充実した日々を送

りました。その後、最年少の22歳で検査員に
昇格。そのときの喜びを「自由の天地が開け
るような気がした。小さくても大きくても、自
分の創意で事が決せられるのは、生きがいが
あるものだ」と振り返っています。この原体
験が後に繰り返し語る「社員稼業」につながっ
たと言えるでしょう。命じられた通りにす
るだけでなく、自分なりに工夫をこらしてこ
そ、やりがいが生まれ、それが生きがいにも 
なる。大阪電燈で手にした喜びを、松下電器
の社員にも感じてほしいと考えたのです。

［ 特 集 ］

社員稼業に徹する
一人ひとりが「幸せ」をつくりだすリーダーに



02



― 4 ―

未来起点で行動する  
(Strategic Thinking and Behavior)

私たちは、目の前のことだけにとらわれず変化の兆しをも
察知し、社会全体の大局的な視点とともに、柔軟に物事を
とらえます。現状の延長線だけでアクションを考えるよう
な短絡的な判断や手段は取らず、中長期的な思考と実践
を怠りません。いつも社会や技術の進化に好奇心を持ち、
変化を先取りするために私たちの強みとなる能力を見極め、
磨き続けることで新たな事業機会を切りひらきます。

ミシン目で切り取ってご活用ください。左端をホチキス留め
すると一冊にまとめられます。ミニ冊子として、また自分
の大切なプリンシプルを選んで、名刺入れや名札ケースに
入れて持ち歩いたり、デスクに置いたり、いつでもPLPを
そばに、日々の業務で実践していきましょう。
※各プリンシプルの順序は、ミニ冊子に製本することを想定したものです。

PLPポケットカード
名刺サイズの11プリンシプル

PLPPLPってなに？ってなに？
　ますます激化する企業間の競争の中、私たち
は「誰にも負けない立派な仕事」をして、お客様
や社会へのお役立ちを果たしていく必要がありま
す。当社の経営基本方針にはその要諦が網羅され
ています。これを私たち一人ひとりが実践するた
めの行動指針として、2023年4月にPLPを策定。 
パナソニックグループの基本精神である綱領／信
条・七精神は、私たちの「存在意義」／共通の「心
構え」を端的に表現していますが、PLPではこれ
らを具体的な行動に結びつけるために、日々の仕
事においてどう行動をすべきか、
を解像度高く表現しています。
　公募による有志のプロジェクト
メンバー18人で検討・議論を進め、
日々現場で意識し活用され、社員
の行動変容につながる行動指針と
なるよう、一つひとつの言葉に思
いを込めました。
　「求める行動」については、抽象
的な表現ではなく、解像度をより
高めてできるだけ具体的に表現し
きることを意識したため、あえて
シンプルな表記にはなっていませ
ん。覚えることが目的ではなく、一

人ひとりの具体的な行動変容を促すことを目的と
しているからです。まずは、私たち一人ひとりが
PLPを、日々の仕事における行動の振り返りや意
思決定の判断軸として活用していきましょう。
　今後は、役職に応じてPLPの各項目で求められ
る具体的な行動を「レベル基準」として明示し、採
用や育成、評価などの人材マネジメントシステム
に導入することも計画しています。私たちもそれ
らをよく理解し、PLPに基づく行動のレベルを高
めることが大切です。

Panasonic
Leadership Principles

一人ひとりがリーダーとして挑戦し続ける会社に
2021年10月に改訂された「パナソニックグループの経営基本方針」。

その実践に向けて、一人ひとりがリーダーとなり、
日々の仕事で意識するべき行動指針

Panasonic Leadership Principles（PLP）について、
策定の背景や活用方法を紹介します。

［ 私 た ち の 行 動 指 針 ］

大胆に未来を描く  
(Drives Vision)

私たちは、現状にとらわれることなく、周囲の想像を超え
るくらい大胆に、ありたい理想の未来を描きます。たとえ
困難に思えても決してあきらめず、あらゆる可能性を模索
しながら、理想の未来の実現に邁進します。

― 2 ―

自主責任感をもつ  
(Ownership)

私たちは、些細に見える仕事であっても、自分の仕事を
自らが経営者であると自覚し、行動します。「それは私の
仕事ではありません」と決して言わず、一つひとつの仕事
に意義を見いだします。自分や組織だけではなく、関わ
るすべての人の幸せのため自主責任感をもって行動し続
けます。

― 6 ―

衆知でより良い決断をする   
(Harmonizes Wisdom)

私たちは、さらなる知恵を編み出すために、素直な心で
相手の意見に耳を傾け、相手を尊重したうえで伝えるべ
きことを伝えます。周囲との意見の対立を恐れず、最適
な意思決定をスピーディーに行います。

― 8 ―

「人」を第一に考える     
(People First)

私たちは、日々の実践と謙虚な反省を通して、ありたい
姿を探求し、実現します。メンバーに意見ややり方を押し
付けず、仲間の可能性を信じ、思い切って仕事を任せます。
私たちは業務遂行にあたり、自分やメンバーの安全と健
康を何よりも優先します。お互いに気を配り、助け合うこ
とで全員が幸せに働ける環境を整えます。

― 10 ―

Panasonic
Leadership Principles

パナソニックグループに集う私たちは、チームを持つマネー
ジャーであるかどうかにかかわらず、一人ひとりがリーダー
シップを発揮し、物と心が共に豊かな理想の社会の実現
に向けて、全員の知恵を結集します。
そのために、グループ共通の行動指針である「Panasonic 
Leadership Principles」をより良いものに常にアップデー
トし、日々実践していきます。
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　PLPは、2016年に導入した、経営理
念をベースとしたグループ共通の行動
指針「Panasonic Global Competency

（PGC）」のアップデートとして検討がスタート。
　PGCは8つのコンピテンシーから構成され
ていましたが、経営基本方針の実践という
観点で必要と思われる要素を抽出した結果、
PLPは合計11個となりました。
　現在のPLPは最終形ではなく、今後、必
要に応じて内容は見直し、継続的に進化さ
せていきます。

　事業会社独自の行動指針・バリューのベー
スはパナソニックグループの経営基本方針で
す。どちらも経営基本方針を実践するために
策定されたもの。PLP発信後、独自の行動指
針・バリューとの関係性の明確化も進められ
ています。また、PLPを理解いただくための
情報やコンテンツ、実践ツールをPHD／PEX
から継続的に発信し、皆さんが気軽にPLPに
触れる・学べる環境づくりをしていきます。

PLPはなぜ11個？

PLPと事業会社独自の
行動指針・バリューの関係性
はどう考えればいいですか？

　PLPの内容は決して目新しいものではありません。自職場で長年にわたり実践、大事にしてき
た行動が反映されている、という方も多いのではないでしょうか。パナソニックグループの皆さん
全てが、自身の成長と社会へのお役立ちに向けて、変化を恐れず、自らの「知識・意識・行動」
を進化させ続けることを期待しています。そのための具体的な行動指針として文字にしたのが
PLPです。
　変化のために大事なのは、自身の意識・行動に対する現在地の振り返りや周囲からのフィードバッ
ク。そのために必要な施策・ツールも、今後事業会社と連携して企画していきます。

変化を恐れず　一人ひとりが進化し続けてほしい

三島 茂樹さん
グループCHRO

QQ

綱領：パナソニックグループの事業の目的
と使命
信条・七精神：私たちが日々の業務を実践
していくための心構え
経営基本方針：パナソニックグループの社
員が仕事や経営を行う上での考え方をまと
めたもの
PLP：社員一人ひとりが経営基本方針の
実践を目指すための行動指針
綱領、信条・七精神は、私たちパナソニッ
クグループの社員として持つことが前提と
なる価値観です。その上でPLPに基づいて
行動することが、社員稼業に徹する、すな
わち経営基本方針の実践につながります。
PLPは経営基本方針と一体であると理解
すべきものであり、決して別ものではあり
ません。

経営基本方針や
綱領／信条・七精神との
違いが分からない。

物と心が共に豊かな
理想の社会
（企業の使命）

経営基本方針

綱領
（存在意義）

信条・七精神
（心構え）

経営基本方針の実践 PLP
（行動指針）

いつでも自身の意識・行動を振り返れるよ
うに、ブックマークをするなどしてご活用
ください。

PLPは
スマホでもチェック可能

違いを強みとして活かす   
(Welcomes Uniqueness and Differences)

私たちは「違いは、チカラである」と考え、多様な個性を
歓迎し、強みとして活かすことで新たな価値を生みだします。
自身の先入観や考え方の偏りに気づき、それらに左右さ
れない公平な意思決定を行います。

― 9 ―

結果にこだわる      
(Drives Results)

私たちは、自らの役割や使命を強く認識し、達成すべき
目標とその到達度を常に確認します。成果につながらな
い行動をしている自分自身を決して看過しません。そして、
どのような困難に直面しても臆することなく速やかに行
動に移し、必ず結果に結びつけます。

― 11 ―

日に新たに挑む   
(Evolution)

私たちは、今の能力や過去の経験に依存せず、視野を広
げ、学び、変わり続けます。今までのやり方にとらわれ、
できない理由を探すのではなく、実現の方法を模索します。
傍観者や評論家ではなく挑戦者となり、周囲の挑戦も後
押しします。

― 7 ―

お客さま起点で考える 
(Customer Focus)

私たちは、いつもお客さま起点で考えます。お客さまの
幸せをつくり続けるために、お客さまがまだ気づかれて
いない課題も深く理解し、お客さまの理想の未来を見据え、
お客さまの期待を大きく超える行動を実践し続けます。

― 1 ―― 3 ―

誠意をもって行動する  
(Builds Trust)

私たちは、社会の一員であることを自覚し、おごることなく、
誠意ある行動で信頼を得ます。どんな些細なことでも疎
かにせず、いつも「社会にとって正しいことは何か」を意
識して行動します。また、関係するすべての人々から謙虚
に学び、丁寧な対話を通じて、協力し、互いに高め合い、
社会の発展を目指します。

― 5 ―

世界一の生産性を追求する  
(Best Work Processes)

私たちは、現状に満足することなく、あらゆる場面での
生産性を目に見えるかたちで測定し、徹底的に追い求め、
日 「々自分の仕事は世界一のクオリティである」と誇れる
成果を実現します。現状維持は衰退であると心得て、ベ
ストでないものがあれば、勇気をもって業務プロセスを
改善します。
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カーディーラーに設置されたSDN。

　インドのシステム市場はダイナミックに進化、
BtoB顧客の多くが独自にカスタマイズされたソ
リューションを求めています。こうした事業の責任
者である私は、メンバーを信頼して権限委譲を行う
ことで、「社員稼業」の実践リーダーを育てること
を心掛けてきました。

応、ODM・OEM*¹の導入、生産・開発コストの大
幅削減も重視。メンバーの間にイノベーションのカ
ルチャーが醸成、モチベーションや事業に対する責
任感が高まったことで、意思決定が加速し、競争力
強化にもつなげられたのです。
　代表的なソリューションの一例が、屋外広告な
どに適した「Digital SignEdge Display Network

（SDN）」です。これはODMのディスプレイやコン
テンツ管理システムなどをフル活用し、さまざまな
内容・形式のコンテンツを、クラウド上で更新・ス
ケジューリングしながら配信するものです。最適な
ハード・ソフトを組み合わせた他社にないソリュー
ションは、インドで業界ナンバーワンの地位を確
立し、収益にも貢献。ある自動車メーカーは全国の

　メンバー全員が、収益もさることながら、顧客が
抱える課題の解決と、ビジネスの推進を後押しする
テクノロジーの開発に集中。顧客のニーズ・理想
と現実のギャップを意識しながら、他社にないソ
リューションの実現にゼロから取り組んでいます。
併せてオープンソースの活用、カスタマイズへの対

約1800カ所のディー
ラ ー に1万4000台 以
上を導入、情報配信は

「お任せ」で車の販売に
注力でき、業務効率向
上につながっています。
SDNはインドのほかマ
レーシアへ展開、他の
国々への導入を検討中
です。そのほか、ワイ
ヤレスコラボレーショ
ンソリューション*²「ProMeet」や、さまざまな会
議や会合に対応するオール・イン・ワン USB会議
カメラ、順番待ち受付システムなども生み出しました。
　ソリューション提供による社会貢献、チームやメ
ンバーへの権限委譲、顧客の課題解決に向けた総力
の結集、市場の変化・ダイナミズムに対応した独自
ソリューションの創造……。こうしたチームの方向
性は特に、PLPに合致すると実感しています。
　パナソニックはあらゆる技術的なニーズに応
えられる、未来ある企業と感じます。こうした
中、私たちもハードやソフト、サービス全般をも
カバーできる、ソリューションプロバイダーへと
進化する必要性を感じています。それがかなえば、
パナソニックのみならず、「物」を扱う業界全体の「ブ
ルーオーシャン」*³が実現すると確信しています。

ひと
パナソニック
グループの

2016年に入社。業務用ディスプレイやタフブック、放送機器、
セキュリティほかシステムソリューション部門の責任者として、
戦略構築、将来のリーダー候補育成などに注力。

ヴィジャイ・ワダワンさん

パナソニック ライフソリューションズ インド株式会社
システムソリューション部門 ディレクター

ダイナミックな市場へのシステム導入をリード

「インドならでは」のソリューションを
徹底した顧客課題の把握と創意工夫で

タフブック発表会のひとコマ。

*1  Original Design (Equipment) Manufacturing略。ODMは委託者のブラ
ンドで製品を設計・生産、OEMは生産すること。

*2  ワイヤレス技術を用いて大型ディスプレイにコンテンツを提示・共有するソリュー
ション。

*3 従来存在しなかった全く新しい市場を生み出し、新領域に事業を展開する戦略。

メディアにシステムを説明。

一人ひとりが全能力を傾け、より良い方法・手段を生

み出し、それを積極果敢に実行して、大きな成果を上

げる……。こうした「社員稼業」は、経営基本方針の

根底と言えます。今回の「パナソニックグループのひと」

は、「社員稼業」の実践に奮闘する社員の皆さんの取

り組みや、その中でどのようにPLPが活用されている

かを紹介します。
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くらしアプライアンス社のMEリーダーが集結。インタビュー、
写真撮影を前に、和気あいあいと談笑した。

「People First」「Drives Results」の考え方です。こ
の順番で捉えると、PLPは商品開発や価値創造のプ
ロセスそのものだと腹落ちしました。
　技術の裏付けを持って炊飯器の本質価値を語る
ために、要素技術をしっかり仕込んでいきたいと思
います。おいしい料理を囲む家族の食卓には笑顔が

　パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社は、
2021年10月から、商品開発のプロセスを「ウォー
ターフォール型」から「プロジェクト型」へと変革
し、お客様が求める本質価値をスピーディーに開発
する「マイクロエンタープライズ（ME）制」に取
り組んでいます。
　私の役割は炊飯器MEのリーダーで、中長期での
事業成長を目指し、さまざまな職能が入り交じるプ
ロジェクト型チームを率いています。お客様が炊飯
器に求める本質価値を突き詰め、私たちが削り出し
た答えは「手軽に、おいしく、ごはんが炊けること」。
その価値を実現する要素技術の開発にチャレンジし、
全く新しい「炊き技」を確立しました。ME発の新
技術を量産設計に織り込み、2025年をめどに商品
化する予定です。
　ME制の利点は、リーダーとメンバーの関係性がフ
ラットでコミュニケーションの質やスピードが上が
る、風通しの良さです。自分たちの弱点に気付かせ
てくれる他のMEリーダーの「外からの目」も非常に
役立ちます。このME制で培ったノウハウを事業部に
持ち帰り、7月から、さまざまな要素技術を先行開発

あふれていますよね。そういう生活シーンで調理器
は「幸せの、チカラに。」なれる、それが技術者と
しての私のやりがいであり、価値を生み出す思いの
源泉です。人やチームづくりを行い、みんなで一丸
となってパナソニックの熱狂的なファンをつくる
商品をどんどん生み出していきたいですね。

する新組織の責任者に就きました。技術部門の全て
の職能が入り交じるプロジェクト型チームを率いて、
要素技術の試作段階から「技術のダム化」を進め、1、
2年でスピーディーに商品化につなげていきます。
　座右の銘は「Do the right thing」。PLPでぴった
り合うのが「Builds Trust」です。業務を進める上で、
人のつながりやコミュニケーション、信頼関係構築
が全てのベースとなります。その上で「Ownership」
と「Evolution」。経営者の気持ちで仕事をしたり、自
身を変革したりする姿勢は、リーダーや組織責任者
に欠かせません。それらを基盤に「Drives Vision」
しながら「Customer Focus」し、お客様が求める
本質価値を考える。それを「Strategic Thinking 
and Behavior」でロードマップに落とし込み、「Best 
Work Processes」で実行する。これらをチームで実
行するときに大事なのが「Harmonizes Wisdom」
や「Welcomes Uniqueness and Differences」

商品開発プロセスを変革し
本質価値をスピーディーに生み出す

にい・ゆうすけ
2016年、シャープの小型液晶デバイス プロジェクトマ
ネジャーからパナソニックに転身し、調理家電の開発テー
マ推進を担当。2023年7月から現職。本質価値と新価
値の両面で、市場競争力のある要素技術開発と商品化
にチャレンジしている。

仁井 雄介さん

パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社
キッチン空間事業部 調理機器 BU
調理器技術部 融合価値創出課 課長

食卓を笑顔で満たす炊飯器MEのリーダー

ME制のノウハウを恒久価値として事業部内に根付かせる

お客様を起点に考え抜く！
MEリーダーの皆さんに意気込みを聞きました。

初のME制導入は、調理家電事業の新たな一歩。苦労を重ねながらも、お客様
が求める本質価値の実現に向け、仁井さんを中心に全員が一致団結して前進し
ています。5月には事業部内に新組織を設け、7月から仁井さんを課長にME制
のノウハウを恒久価値として落とし込み始めました。この組織を起点に全員で
一丸となって商品開発プロセスを変革していきます。

岡
お か

本
も と

 賢
け ん

治
じ

さん
パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社
キッチン空間事業部 調理機器 BU 調理器技術部 部長

これまでの常識を打破する価値創出に挑戦しま
す。「毎日の食生活（くらし）の、チカラに。」を
実現します。

電子レンジ ME

北
き た

村
む ら

 洋
よ う

平
へ い

さん

パナソニックのIHクッキングヒーターがこれから
もお客様に愛され続け、さらなる成長を遂げるた
めに「収益を伴う未来の定番商品」を創出します。

IHクッキングヒーターME

山
や ま

本
も と

 祐
ゆ う

史
じ

さん

これまでメンバーと力を合わせながら、困難な商
品開発にチャレンジしてきました。ぜひともこの
画期的な商品を実現させます！

乾燥機 ME

寺
て ら

井
い

 謙
け ん

治
じ

さん

健康寿命の延伸、生活の質の向上に重要な口腔
衛生。「歯垢は目に見えない」「正しい歯磨きが
できない」という真の課題の解決策を創出します！

オーラルケアME

依
よ

田
だ

 裕
ゆ う

希
き

さん

お客様が心地よさを感じられる空間を無理なく
つくれるよう、競合他社にはない新たな価値を持っ
た商品を生み出してお役立ちします。

クリーナーME

重
し げ

藤
と う

 元
も と

暢
の ぶ

さん

髪をストレートにしたい、でも傷みが気になると
いう悩みを解決し、グローバルで「髪ケアといえ
ばパナソニック」を確立します。

ヘアケアME

竹
た け

内
う ち

 利
と し

浩
ひ ろ

さん

挑戦したのは、「私たちの」常識や思い込みを変
えること。家電を作るのではなく、食材を接点に
新しい価値を創ります。

冷蔵庫 ME

宮
み や

代
し ろ

 達
と お る

さん

爪は日々の生活で視界に何十回・何百回と入る
部位。ジェルネイルを簡単に除去できる世界初の
商品を創り、毎日の瞬間を楽しむことに貢献します。

ジェルネイルME

甘
あ ま

利
り

 啓
け い

太
た

郎
ろ う

さん

国内食洗機の普及率向上に向け、今までの「当た
り前」を素直に見つめ直し、お客様のくらしにずっ
と寄り添える、尖った価値を創出・実現します。

食洗機 ME

廣
ひ ろ

松
ま つ

 直
な お

樹
き

さん
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うめむら・いっせい
2019年入社。パナソニック株式会社 アプライアンス社 
スマートライフネットワーク事業部 イメージングBUに
配属。LUMIXの商品企画を経て、2020年4月から現職。

梅村 一生さん

パナソニック エンターテインメント＆
コミュニケーション株式会社 イメージング BU
経営企画部 事業戦略課

事業変革、風土改革の一翼を担うチャレンジャー

経
営
側
と
社
員
の
意
識
を
合
わ
せ

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
事
業
の
競
争
力
強
化
へ

「ミラーレス一眼カメラの扱いにも慣れました」と撮影で使用し
ているLUMIX DC- S1を手に。

自ら組んだ経営数値分析のマクロ（エクセル
の操作を自動化する機能）で市場推移のグ
ラフを作成、デジタルカメラの市場変化を説
明する梅村さん。

　デジタルカメラ事業の経営企画業務で、
運営方針策定や中期経営計画の検討な
どに携わっています。併せて、事業戦
略を社員の皆さんに自分事として捉え
てもらうための重要施策として、年間
6～7回実施しているスマートフォーラ
ムの企画運営を、2022年度から全面
的に担当しています。
　スマートフォーラムは、総合集会を
2022年11月に改称したものです。コ
ロナ禍以降はオンライン配信形式となっ
た上に内容も変化しているため、名前
を考え直すべきと提案。何より事業の
変革や風土改革を進めるBUの意思を表すのに、名
称変更は象徴的だと思いました。
　同フォーラムを担当するに当たり、「双方向型の
発信をしたい」というBU長の思いを踏まえるとと
もに、毎回のアンケートや周囲の人・同期などから
意見を収集、社員の興味・関心に寄り添う発信内容
にもこだわっています。例えば、今年度の運営方針
で「新規事業をもっと伸ばそう」という発信があり
ましたが、アンケートで「もっと具体的に知りたい」
と声が上がったのです。そこで次回のフォーラムで
は、BU長が今どんなことを考えているか述べても
らうなど、対話型の発信になるよう工夫をしていま
す。企画から動画撮影、編集、配信まで全て自ら担
当します。動画撮影・編集はもともとできたわけで
はなく、一から勉強してコツコツとやり方を覚えて
いきました。
　技術者に商品開発秘話を語ってもらう新企画、プ
ロジェクトXならぬ「プロジェクトL」も好評で
す。これは自部門の商品をより知ってもらうことで、
BU全体の求心力を高め、技術者のモチベーション
アップを図る狙いで始めたものです。発信内容に納
得してもらえたかを見る定量的な指標として、アン
ケートで毎回「納得率」を取っていますが、目標と
する95%以上の水準で推移。新しいことを絶えず
取り入れようと意識しており、その結果が表れてい
るのかもしれません。
　PLPの発信後に、私の取り組みと照らし合わせて、

「お客さま起点で考える（Customer Focus）」に
当たるかなと改めて意識しました。また、視野を広げ、
学び、変わり続けるという点で、「日に新たに挑む

（Evolution）」にも共感しています。現職に異動直後、

「事業計画立案に用いる膨大なデータの取りまとめ
を自動化したい」という上司の話に「無茶振りだな
あ」と思いながらも、積極的に「やってみます」と
回答。結果、経営数値分析のマクロを組んで業務時
間を大幅に短縮でき、生み出した時間を本来やるべ
きデータの分析に充てられるようになりました。デー
タ集計も映像編集も一から勉強したように、できな
い理由を探すのではなく、「やってみます」が大事
と思っています。
 　今年度も、風土改革や業務効率改善は継続して
積極的に取り組みたいという新BU長の思いがあ
ります。そこで、オンライン上に「目安箱」を置い
て、従業員満足や風土改革につながる提案を投稿
してもらい、改善活動につなげたいと考えています。
BU長と経営企画部門が主体となり、投稿内容に真
摯に向き合って改善していきますよ。『幸せの、チ
カラに。』に顔出しで約束する形になりますね（笑）。

6月のスマートフォーラム配信に向けて映像を編集。
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楠見：経営基本方針の根幹にある「社員稼業」を
皆さんに実践いただくために、より解像度が高い
形で文書化された「行動指針」の必要性を感じて
いました。それも私と一部メンバーで考えるので
はなく皆でつくろうと、策定メンバーを公募した
のです。でき上がったPLPは、私がお伝えした要
件を超え、経営基本方針の内容を実に網羅したも

こと、と語っているからです。もう一つは1935
年の「基本内規」第15条にあります。「松下電器
ガ将来如何ニ大ヲナストモ常ニ一商人ナリトノ観
念ヲ忘レズ従業員又其ノ店員タル事ヲ自覚シテ
質実謙譲ヲ旨トシテ業務ニ処スル事」とあります
が、創業者は「一商人」の要件として、「商売の意
義がわかる」「お客様の心が読める」「人よりも頭
が下がる」を挙げているからです。直近でも6月
の「優秀ご販売店様感謝状贈呈式」で、入賞店の
社長様が「商売人にとって一番大事なのは、当た

のになっていました。「行動指針」であるPLPを
基に「社員稼業」を実践することは、経営基本方
針の実践そのものにつながると考えています。
　メンバーの皆さんには「お客さま起点で考える

（Customer Focus）」の項目は一つ目にしていた
だきたいとだけお願いしました。その背景は、こ
ちらにお持ちした『経営基本方針 ハンドブック』
にも記されています。一つは、髙橋荒太郎 元会長
が経営基本方針の実践について、「誰にも負けな
い立派な仕事」をして、お客様に喜んでいただく

り前だがお客様に喜んでもらうこと」と発表され
ました。まだ39歳と若くして、成功されている販
売店の社長は「『一商人』としてお客様に喜んで
いただくことが不可欠で、それも含めて『商売』」
と認識している。やはり、「お客さま起点」を忘れ
てはならないと再認識したわけです。

高山：私自身、担当ショウルームは「自分の店」、
自らが「経営者」との自覚を持ち、しつらえやク
レンリネス（清潔な状態の維持）、アドバイザーの
接遇力や商品知識の向上に、常に取り組んでいます。
楠見：ショウルームの皆さんは、お客様の「やり
たいこと」や「欲しいもの」を実によく聞き出し
て提案をされています。その結果、お客様に喜ば
れているのですよね。素晴らしい「お客様第一」

PLP策定に込めた思いと「お客さま起点」：
一商人ナリトノ観念ヲ忘レズ

現在の困りごとの本質を知り、
未来の困りごとの変化を予測

グループCEOの楠見さんと、Panasonic Leadership Principles（以下、PLP）の策定に携わった

メンバーを含む４人の社員が、それぞれの「社員稼業」の実践や、PLP活用に向けた思いを語り合いました。

パナソニック オペレーショナルエクセレンス株式会社 
グローバル調達本部 調達オペレーションセンター
電子部品集中購買部 係長

田島 大侑さん  ※PLP策定メンバー

パナソニック ホールディングス株式会社 テクノロジー本部 
デジタル・ＡＩ技術センター
セキュリティソリューション部　主任技師

中坂 綾香さん

パナソニック ハウジングソリューションズ株式会社　
営業本部　首都圏ショウルーム部
千葉ショウルーム　主務

高山貴美子さん  ※PLP策定メンバー

パナソニック オートモーティブシステムズ株式会社 
インフォテインメントシステムズ事業部 ＣＳセンター
サービス企画課　課長

関根 道人さん

楠見 雄規さん
グループCEO

左から

ビデオはこちら

Panasonic Leadership Principles
について考える ～「社員稼業」の実践に向けて

Talking with

Kusumi
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の実践者がそろっていると感じます。
中坂：私は「ブロックチェーン技術」の応用開発
を通じ、CO2削減貢献や資源循環などの実績デー
タを管理、価値化して他社と取引できる社会の実
現を目指しています。しかし私の仕事は直接の顧
客接点は少なく、また、開発した技術を実用化し
て社会やお客様のくらしに根付くまでも時間がか
かります。そこで、社会の変化や他社動向も見据
えつつ、特許の創出に注力しています。PLPの「お
客さま起点で考える（Customer Focus）」がう
たうように「お客様の理想の未来
をも見据え」、開発技術を適切なシ
ナリオやタイミング、価格で送り出
すことが大切と感じています。その
ために知財の役割は大きく、グルー
プから捻出いただいたリソースの
最大活用にもつながると考えます。
楠見：中坂さんのようなお仕事では、
例えば同じようなブロックチェー
ンの技術はたくさんあります。その
中で「どのように応用・活用され
れば、誰にも負けない姿にできるか」
と想像を巡らせることが、最も重要
と感じています。そうすれば、本当

新しい知見や手法を採り入れ、モノやコト、そし
て自分自身も進化する思いを込めました。
楠見：よく考えていただきましたね。私が繰り
返し「改善に次ぐ改善」「改革に次ぐ改革」「革
新に次ぐ革新」をお願いしているのは、周りが進
化する以上、自分たちが進化を続けて「誰にも
負けない立派な仕事」を実践しないと、いずれは
負けてしまうからです。田島さんがおっしゃる
視点でさまざまなチャレンジを重ねることが大
切です。一方でトヨタさんが掲げる「改善魂」は、
次々とボトルネックを探し、解消に挑戦すること。

「Evolution」とは少し異なるかもしれませんが、
両方が大事です。共通するのは、現状に決して満
足せず、さらなる改善の余地を認識してチャレン
ジする点と言えます。

関根：これまで少数・小ロットの修理現場は、手
作業が当たり前でした。しかし松本工場の全自動
化が進む中、「このままの手作業が本当に正しい
のか」と痛感したのです。そこで生産技術部門と
連携しながら、属人的だった業務の自動化など、
小さくても改善を進めました。現在はメンバーが
改善を行いやすい環境づくりに注力しています。
一人ひとりがPLPの「大胆に未来を描く（Drives 
Vision）」の通り高い目標を掲げ、そこからバッ
クキャストしながら「日に新たに挑む（Evolution）」
を積み上げられるよう、メンバーと会話を続けて

います。
楠見：Very Good! 私がいつ
も「高い目標を持つ」ことが
大切と申し上げている理由は、
それをしない限りは「現状の
積み上げ」しか実現できない
からです。そして高い目標を
達成するためは、本当に何を
行うべきかを考えて実践する
ことが大切です。実際の「計
画」とは別にどんどん高い目
標を掲げ、達成に向け挑戦し
続ける……。こうした風土の
定着を期待します。

にお客様に選ばれる技術になります。
中坂：ありがとうございます。
楠見：お客様とじかに接しているかを問わず、「一
商人」の要件にある「お客様の心が読める」は、
単に「思っていることが分かる」という意味では
ありません。実際のお困りごとなら、その本質を
知る。未来なら社会やお客様、お困りごとの変化
を予測し、喜ばれる方法を想像することです。併
せて、「どうすれば他社以上に喜んでいただけるか」
の観点も不可欠と言えます。グループ全員がこう
した心持ちで、お客様の未来を見据えることが大
切です。

田島：私は特に「日に新たに挑む（Evolution）」
に思い入れを持っています。策定していた当初は

「Innovation」という案もありましたが、「ゼロか
ら新たなものを生む」「若手が推進する」ものと
錯覚してほしくない、との思いから、創業者の「日
に新た」を想起できる「Evolution」を採用しました。

「視野を広げ、学び、変わり続けます」と記した通り、
現状に満足しないことの大切さを訴求しています。

中坂：環境貢献を価値化して、それを取引できる
社会の実現を目指す研究開発を行う中でも、生産
性向上のために、自分なりに「改善に次ぐ改善」
をしているつもりです。ただ、研究開発の内容や
条件、求められる価値自体がしばしば変わるので、

「本当にベストな選択だったのか」悩むこともあ
ります。私と同じ悩みを持つ社員は、日々どのよ
うな姿勢で臨めば良いでしょうか。

楠見：R&Dは生産性を議論・測定しにくいです
よね。中坂さんの場合、「生産性」で考えるより、「技
術が向かう方向性」「社会に採用してもらうため
には何をすべきか」を見通せてこそ、前進が可能
になると思います。一方で開発は時間を要するので、
その間にうねりが出てくることもある。失敗のリ
スクもありますが、それなら早く失敗して次に移
るスピードを上げる方が良い。自信を持って失敗
してください。

なかさか・あやか
ブロックチェーン技術（暗号技
術でデータ履歴を鎖のように
つなぎ、正確に維持する技術）
の応用開発を担当。モビリティ
やヘルスケア、環境分野への
適用検討・企画・試作開発を
推進。写真は電動バイクシェア
リングサービスの実証実験。

お客様の理想の未来を見据え、
地球環境問題解決に貢献する技術を

せきね・みちひと
マレーシアの三洋オートメディ
ア（株）日本支社に中途入社。
以後、カーメーカー向けの海
外サービス部門、松本工場
での国内サービス部門を経
て、2023年から現職。写真
は松本工場の修理現場にお
けるメンバーの指導。

現状に満足せず、
改善に次ぐ改善に挑戦

メンバーが大胆に未来を描き、
改善を行いやすい環境づくりに注力

「計画」とは別に高い「目標」を掲げて、
自らを変える
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田島：私は「結果にこだわる（Drives Results）」
の策定にも携わりました。調達部門で私が進める

「SCMNavi」の導入でも、その重要性を感じます。
これはITでMRP*1情報を「見える化」するもの
ですが、目的は「見える化」ではなく、改善のプ
ロセスを描き、効率を上げ、キャッシュを生むこと。
事業会社へのお役立ちや、競争力強化の「結果」
にしっかりとつなげたいと、改めて思っています。
楠見：改善に向けた考察・対策を行うのは、あく
まで「人」ですよね。それらを行えるよう、何を「見
える化」すれば良いか考えるのも、もちろん大切
です。ただし「見える化」はあくまで「手段」であり、

だいていると言えます。思い描く「理想の世界」
が独りよがりにならないよう、他部門から知恵を
いただける関係を築くとともに専門性も磨き、「社
員稼業」を実践します。
関根：PLPは非常にソリッドな指針で、メンバー
がいかにアカウンタブル*2になるかが定着のポイ
ントと感じます。これからもメンバーのモチベー
ションアップを継続します。
楠見：冒頭に触れた通り、PLPは経営基本方針の
内容を網羅したものに仕上がっており、今後も時
代とともにさらに良いものへ進化させていく必要
があります。4月末に発信したブログにも書きま
したが、私は経営基本方針が「大宇宙」とすれば、
PLPは「小宇宙」だと考えています*3。ですから
一人ひとりの心、もっと言えば細胞一つひとつに
埋め込まれるくらいになってほしいと願っています。
そうなれば一人ひとりの行動や、お客様やご調達
先様、社員間の関係性が変わり、パナソニックグルー
プに対する信頼も必ず上がります。 そんな姿を目
指して、PLPを日常業務で生かしていただきたい
と思います。今日はありがとうございました。
全員：ありがとうございました。

それが目的になっては何にもなりません。田島さ
んがおっしゃるように、「見える化」の目的その
ものを明確にすることで、取り組みはより前進す
ると感じます。
高山：私はPLP策定メンバーとして、全11項目
を「原理原則」に、グループ全員のベクトルを合
わせられればという思いを持っていました。でも
座談会前にメンバーと会話を交わす中で、「11項
目の内容は納得だが、全て並行展開は難しいので
は……」といった意見も上がりました。自分にとっ
て優先度の高い項目をいくつか見つけて、行動に
落とし込むのもありかなと。
楠見：そう思いますよ。仕事の中身やフェーズ
でも優先度は違いますし。例えば11項目の中か
ら、自身に関わりの大きいものを考えていただ
く、などで良いと感じます。ただ「お客さま起
点で考える（Customer Focus）」は皆さんに入
れていただきたいですね。あと「自主責任感を
もつ（Ownership）」「結果にこだわる（Drives 
Results）」は、どちらかと言えば「基盤」と言え
る要素かもしれません。それ以外は人や状況により、
優先度が比較的異なる気がします。例えば上司・
部下間で、ピックアップした項目について会話し、「今
年はこれをやろう」とか「昨日の行動はどうだった？」
とやり取りする中で、PLPは定着すると感じます。

高山：日頃は、お客様の「現時点の
お悩み」を解決する立場ですが、そ
のような中でも貴重な「生の声」を
商品企画や製造部門に上げ、中長期
戦略に生かせるよう貢献したいと思
います。
田島：「お客様に喜んでいただく」と

「手段を目的化しない」を肝に銘じま
す。PLPの策定に参画したからには、
まずは自ら実践、そして周りへの浸
透に貢献したいです。
中坂：私の部門は、お客様の理想の
世界に向き合う時間的な猶予をいた

たかやま・きみこ
首都圏のショウルーム・営業
所で、システムキッチンほか
を提案、現在は千葉ショウ
ルームのマネージャー。写真
はL-CLASSキッチン説明の
ロールプレイング研修。PLP
は「違いを強みとして活かす

（Welcomes Uniqueness 
and Differences）」などの
3項目を策定。　

ショウルームは「自分の店」。
お客様のお悩みを解決し、

「生の声」を中長期戦略に

たじま・だいすけ
事業会社の海 外工場に輸
出する、汎用半導体・電子
部品の納期集中管理を担当。
製造拠点の調達情報ITで見
える化する「SCMNavi」の
企画・推進リーダーも務める。
写真はSCMNaviの推進に
向けた打ち合わせ。PLP 策
定にも参画。

ITを目的化せずに、改善プロセスを描き、
効率を上げ、キャッシュを生む

PLPをどうやって活用していくべきか

最後に：一人ひとりの
社員稼業の実践に向けて

＊3 4月28日付ブログ：「提案されたPLPを見て私
が気づいたことは、経営基本方針が大宇宙とすれば、
PLPは一人ひとりが自分の中に持つべき小宇宙であり、
したがってPLPは経営基本方針と一体であるべきもの
ということ。すなわち、併存するものではなく組み込ま
れるべきものであるということです。」

＊1 Material Requirements Planning System（資材所要量計画）。必要なものを、必要なときに、必要なだけ購入・製造するため、
生産計画を基に資材の必要数を計算し購入時期を決める手法。

＊2 自らやるべきことを考え、行動し、責任を持つこと。
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社 外の有識者は、パナソニックグループが掲げ
る「社員稼業」や、その実践の行動指針としての
PLPをどう捉えているのか。組織と個人の関係の
在り方を研究されてきた経営組織論・組織行動
論の第一人者である鈴木教授に聞きました。

　社員稼業の実践には、それを許容する豊かな
組織が必要です。大企業ではそれを実感しにく
い社員も多いかもしれません。ただ、共に過ご
す職場の仲間といった身近なコミュニティであ
れば、自分らしさや自分の工夫が発揮しやすい
でしょう。価値観や規範が固定化された閉ざさ
れたものではなく、常に新しい行動や考え方に、

「そんな考えもある」と立ち返れるコミュニティ
が大切。そして「私はそうは思わない」と議論
が生まれるような、開かれたものであることが
すごく大事です。
　パナソニックの方々には、協調や助け合う風
土がある一方で、「着実に仕事をする人」が評価
されやすいカルチャーがあると感じます。着実
にやるなら前例に従うのが良いとなりがち。そ
こに自分のアイデアを織り込むことを、いかに
促進するかがポイントです。
　一例として紹介したいのが、大阪に本社を置
くタマノイ酢株式会社。同社が大事にする行動
に「協力をする」「自分の限界を考えない」があ
ります。例えば、人材育成で若手社員に大きな仕
事を任せます。取引先との交渉もなかなかうま
くいかず弱音を吐いても「自分のやりたいこと
を全部やってこい」とやらせるんです。失敗もあ
るけど、「もう自分にはできない」と思ったとこ
ろから、アイデアは絞り出てくる。こういう経験
を積むことで、次第にできるようになる。「社員
稼業」を実践するにはリスクを取ることも必要
ですから、後ろで見守ってくれたり、相談できる人、

「コミュニティ」はすごく大事です。励みやより
どころになり、思い切ってやれるからです。

　私の好きな言葉に、イギリスの小説
家であるキップリングが書いた『ジャ
ングル・ブック』の中の、「狼の強さ
は群にあり、群の強さは狼にある」が
あります。個々のオオカミが強くなる
土台は群れにあり、強い群れは強いオ
オカミの集まり。これは個人と組織の
関係をよく示しています。言い換えれ
ば、個と組織が相互に作用し合うこと
で、会社は強くなるということです。

　そのためにもう一つ重要な点は、コ
ミュニティの中で思いやりをどう育む
か。周りへの思いやりがないと強いコ
ミュニティは生まれにくく、思いやり
が生まれれば「会社のために自分が
できることは何か」という発想につな
がります。結局「社員稼業」は一人ではできな
くて、会社のために自分ができることを仲間と
共に精いっぱいやることだと思います。
　一方で、組織に愛着を持ってもらうためには、
組織が社員を大事にしなければなりません。私
たちは「あなたじゃなければ」と言ってくれる人と、
結婚したりパートナーになるわけです。それと
同じで、組織が「社員稼業」という限りは、一人
ひとりをきちんと大事にするということがすご
く重要です。そうあることで、社員は組織や職
場に愛着を持つし、その安心できる場で、もっ
ともっと社員稼業をやっていこうと思う――。
組織と個人は対等な関係です。

　理念や方針をいかに実践するかを示す、行動
指針はとても大切です。ただしそれを見て「こ
ういう行動をしなくてはダメ」と、思考が停止
してはいけないと感じます。例えばPLPにある

「お客さま起点で考える」について、ある人は「お
客様の要望に少しでも早くお応えすること」と

捉えるかもしれないし、別の人は「時間をかけ
てでもお客様が納得するものを作ること」と考
えるかもしれない。すなわち一人ひとりが、多
様な価値観の下、自ら考えて「社員稼業」を実
践するだけに、具体的な行動も多様と認識する
ことが大事です。そういう意味でPLPはマニュ
アルやルールではなく、リファレンス（参照先）
として捉える性質のものと感じます。
　PLPで掲げる項目・内容は、自分たちの宣言
のように書かれていますが、「こういう風に働い
ていこうよ」という仲間からの手紙のようなも
のと考えればいいと思います。社員の皆さんは
この手紙にどう答えようかと自分なりに考える
……そんな作業が必要なのではという気がしま
す。すなわち自分にとって「パナソニック（会社）
とは」「仕事とは」「幸せとは」を、手紙（PLP）
と折り合わせながら考えるのです。多様にある
個人の働きがいや生きがいを自ら考え、つくっ
ていってほしいと思います。
　そう考えれば自然に社員稼業と呼ぶものに近
づくと思いますし、その時は職場や仲間たちと
のコミュニティがすごく大事になる。社員稼業を、
心細くなく思い切ってやれると思います。

鈴 木  竜 太 さん

神戸大学大学院 経営学研究科教授

個人が働きがいを
自らつくっていく、
それが社員稼業に
つながる

すずき・りゅうた　1994年神戸大
学経営学部卒業。1999年神戸大学
経営学研究科博士課程後期課程修
了。博士（経営学）取得。ノースカロ
ライナ大客員研究員、静岡県立大学
経営情報学部専任講師を経て、現在、
神戸大学大学院 経営学研究科 教授。
主な著作に『組織と個人』（白桃書房）、

『自律する組織人』（生産性出版）、『関わりあう職場のマネジメント』（有斐閣）
で第56回日経・経済図書文化賞受賞、第30回組織学会・高宮賞受賞、など。

重要要件は
オープンで豊かな「コミュニティ」

「思いやり」と
「愛着」があってこそ

個人の働きがいや生きがいを
PLPと折り合わせる
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取材協力：歴史文化コミュニケーション室、ビジュアルプラクティショナー：パナソニック コネクト（株）　青山優里さん

「社員稼業」の原点と言えるのが、創業者が1934（昭和9）年の元旦に、社員にお年玉と
して贈った標語「経営のコツここなりと気づいた価値は百万両」。ここではその言葉の背
景をひもといていきます。
※本テーマを取り扱った「経営理念特別展」についても次ページで紹介しています

6Vol.
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人や社会とパナソニックグループをつなぐ「絆」であるブランドと向き合う本コーナー。
今回は、6月30日までパナソニックミュージアム 松下幸之助歴史館で開催された「経
営理念特別展」を紹介します（イントラは継続公開）。この特別展は、時々の経営方針
に直結するテーマを設定し、社史や創業者の考え方、実践事例から課題解決のヒン
トを学ぶために年2回実施しているもので、今回で50回目。パナソニックグループのパー
パス（存在意義）を果たすために、私たち一人ひとりが社員稼業を実践するヒントとし
て「先人たちは何をきっかけに、どんな気づきを得て、どのように変わったのか」を具
体的なエピソードで紹介しました。その一部を抜粋します。

経営のコツここなりと
気づいた価値は百万両

2023年経営理念特別展

8月～来年3月にかけて巡回。開催拠点の皆さんはぜひご見学ください。

今年も移動展示会を開催します！

経営のコツを
自得する 事破れて悟る

　1977（昭和52）年当時、洗濯機事業部は赤字すれすれの経営が
続き、創業者はその経営を心配して、頻繁に工場視察に来ていた。
その時に、創業者を工場長として案内したのが、松田章氏（後に松
下通信工業の社長）であった。「あの方（創業者）は我々の説明を非
常に熱心に聞かれます。私がこの設備、この機械という風に説明し
ていきますと、とても熱心です」。
　「ただ、その説明を私がしている途中で、時々、私の顔を『チラリ』
というか、『ジロリ』というか、見られるのです。その目が、かなり厳し
い目なのです」。創業者は、時折このように松田氏の顔を見ながら見
学を続けたという。見学が終盤になった時、松田氏は気づいた。「そ
うか、これはオーナーの目なのだ。『この設備、この機械は私の
ものですよ。私がお金を出して買った機械ですよ。君は、これを
ちゃんと使ってくれていますか? 大事にしてくれていますか?そして、
これを動かしてちゃんと儲けてくれていますか?』ということを伝え、
確認する目なのです」。
　創業者がそういう発言をしたわけではないが、松田氏は強く感じた。

　「従来の2倍の性能の乾電池」を目指し、1960（昭和35）年から開
発に着手、1963年に発売に至った「ナショナルハイトップ」は、その
強力なパワーによって、それまでの電池では使用できなかったカミソリ、
電卓などの幅広い分野にも使用が可能になり、その需要をさらに拡
大させた。
　乾電池事業部から完成の報告を聞いた創業者は、すぐに真々庵
で商品を確認した。創業者は頬ずりせんばかりに商品を見て、「皆よ
うやってくれた。これはいいで」と事業部の努力を労った。そしてこう
続けた。「電池ちゅうもんはな、一度に何千万個という数を世の中に
出して、多くの人に使うてもろてるやろ。言うならば、松下の名刺代
わりの商品や。その名刺が、お金も頂いて『松下の商品はいい商
品でっせ』と、自ら宣伝してくれるのだから、こんなにええことな
いわ。その分の広告を、何千万枚ものチラシをまいてやろうと思った
ら莫大な金が要る。その点からも松下最高の商品や」。
　この時に同席し、後に松下電池工業の専務を務めた舟橋正雄氏
は、こう振り返っている。「確かに売り上げ単価はたかが知れてい
る電池だが、その良し悪しは当社のイメージに直接かかわってくる。
電池の重大な役割に初めて気づかされるとともに、良い電池をた
くさん世に出さなければという使命感を強く感じました」。
　その後事業部では、「お客様や販売店に名刺代わりにお届けする
ことを前提としたら、万一、品質に問題がある『悪い名刺』であった

当時、創業者はすでに相談役であり、第一線の経営から退いていた。
それでもなお、現場に立って責任者と一緒に、資金が有効に活用さ
れているかどうかを確認していたのだ。
　「なるほど、これがオーナーだな。そこまで経営というものを自分の
ものとして考えておられる。我々はやはり『会社の設備、会社の従業員』
という目で見ているが、そうではなく、『自分の設備、自分の社員』の
つもりで仕事に向き合うことが大事なのだ」。松田氏はこのように考え、
自らの行動も変えた。例えば部下が設備を購入する決裁願を持っ
てきた時には、自分の財布から実際に1万円を取り出し、1千万
円に見立てて机に並べ、「君はこの設備を、自分の財布から金を
出して買えるか?」と質問するようにしたのである。「うまくいかなかっ
たらこの金はパァになる。それでも君は本当に買うか?うまいことを言っ
て会社から金を引き出して買おうというなら、それはアカンで」。
　松田氏は、この経験を次のように伝えている。「これはある意味、
社員稼業の精神に通じると思
います。自分がこの仕事の社
長である。自分が社長、オー
ナーという気持ちで仕事をす
るというのは、それだけ真剣
味が出てくるということなので
はないかと思うのです」。

場合は、すぐさま当社全体のイメージを下げることになる」と、品質
には万全の注意を払い生産に取り組んだ。また、ラジカセなど、より
ハイパワーの機器を動かすために、さらなる開発を進め、1969（昭
和44）年には、「ネオハイトップ」を発売したのである。
　舟橋氏は1976年の社内誌で、「ハイトップは昭和38年から13年間、
ネオハイトップは昭和44年から7年間、デザインについても変えていま
せん。それほど大事なデザインです。また価格も、昭和29年にハイパー

（乾電池）を40円と決めて以来20年間、変えていない。その代わり、
工場では血のにじむような合理化に次ぐ合理化に取り組み、努力を
重ねています」と語っている。ナショナルの名刺代わりの商品として、
役割を忠実に果たしてきたのである。オーナーの目

松下の名刺代わりの商品

　君はこの設備を、しっかり動かし、儲けてくれていますか？
――工場案内時の創業者の目つきから、オーナーとして、
資金の活用に目を光らせる姿勢に気づき、その後、オーナー
目線での経営判断に徹した先輩の話を紹介します。

　電池は、電気を通じて消費者の生活を支え、電化製品
の普及に伴い、活躍の場を広げてきました。現在でも、最
も手軽で、日常的に手に取る機会の多い製品であり、当社
製品の入り口としての役割を果たしています。ふとした機
会に、商品ひいては事業の意義を再認識し、目標に落とし
こんで取り組みを続けることも重要ではないでしょうか。

エピソード｜当事者意識を持つ

エピソード｜事業の意義を知る

1978年 洗濯機工場の生産ライン

1969年 ネオハイトップのライフテストの様子

塩の辛さを
知る

創業者、「経営のコツ」を語る

全員が
社員稼業の
実践を

グループCEOに聞く

WEB展（イントラ）
はこちら
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社員の心と体の健康、継続的にスキルを磨く機会の創出を重視
しています。意識調査で社員の意見を徹底的に吸い上げ、計画
の定期的な見直しやKPIのモニタリングを実施。世代間交流を
活性化する場を設けるほか、私自身もプライベートな話も交え
て社員と関わることで労働環境を把握、心配事も小さな芽のう
ちに解決しています。新入社員同士が経営基本方針を学び、実
践に向けて意見交換を行う場も導入しました。また、AEDの操
作を社員全員に徹底する施策を推進中です。会社として「社員
の生命を守る」姿勢を示すだけでなく、社会に役立つスキルを
備える人材を育て、社内外のパナソニックファン増加にもつな
げたいと考えています。今後は一人ひとりの能力を最大限に引
き出す研修やワークライフバランスの促進に注力、社会に貢献
できる人材の育成に努めます。

趣味はコーヒーを飲みながらの読
書。リラックスでき、心も豊かに
なります。私にとって本は新しい
発見や気付きを引き出してくれる
きっかけとなっています。

休日は妻と2人、旅行や芸術鑑賞でリ
フレッシュ。非日常の中に新たな気付
きや学びがあり、活力が湧いてくる気
がします。旅先でおいしい料理を楽し
んだり、温泉でのんびり過ごしたりする
のが好きです。

人事メンバーがAED 操作のレクチャーを受講（左から3人目がロダさん）

愛知県春日井拠点にあるショウルー
ム「Reboot Space」。Reboot が
意味する再起動の通り、心身共にリ
セットできるこの場所で、気持ちも新
たにお客様をお迎えする。

オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

社
員
の
幸
せ
と
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

よ
り
良
い
空
間
を
顧
客
と
共
創
し

日
本
の
浴
室
の
常
識
や
概
念
を
変
え
る

経理関連のさまざまな業務に従事した後、2021年に人事部に異動。責任者として人材育成
や従業員エンゲージメントを活性化するためのプログラム作り、AIやIoTなどのテクノロジー
を活用した人事プロセスの効率化に注力。

パナソニック マニュファクチャリング フィリピン株式会社 
人事部 シニアマネージャー

ロダ・I・ボルハ さん

パナソニックグループの成長を支える社員の皆さん。
それぞれの働く表情と素顔をご紹介します。

空質と空調を融合させた、従来にない浴室換気乾燥機を開発しています。私
が担当している顧客はいずれも業界トップの企業で、各社を合わせれば国内
のシェアは6～7割。開発中の新商品が採用されたら日本の浴室の常識や概
念を変えると言っていいインパクトで、非常にやりがいを感じます。思考を
きちんと整理して伝え、行動してもらうのが私の強み。顧客の要望、消費者ニー
ズ、実現できる価値をWin-Winで折り合わせるべく、頑張っています。空質
空調社は「空気から、未来を変える。」会社。浴室の掃除や夏の湿気といった
不快をなくす、パナソニックならではのより良い空間を顧客と共創し、人々
の健康と快適、ひいては幸せの、チカラになりたいですね。理想は誰でも語
れますが、壁が立ちはだかるのが現場の常。社内外の関係者を巻き込み、衆
知を集めて突破していきます。

2018年にパナソニック エコシステムズ株式会社に入社後、一貫してOEM営業に従事。現在は、バスメー
カー向けなどの浴室換気乾燥機の販売と商品企画を担当している。

パナソニック株式会社 空質空調社
住宅システム機器事業部 日本事業 BU 特販営業部 OEM営業課

みやた たくやさん

vol.11

vol.12
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一緒に過ごしていろんな話をしたり。少しでもプ
ラスに変えて、次につなげるようにしています。

三村：チームづくりで大切なことは何でしょうか。
石田：一番大事なのは、全員が同じ方向を向く
こと。私たちは寮生活なので、バレーボールに
限らず、普段から良いことも悪いこともみんな
で共有・共感し、助け合うことでチームとして
の一体感を高めています。
三村：試合中に意識していることはありますか。
石田：新チームはまだまだ安定感がなく、ミス
をするとチームの雰囲気が悪くなり、そこから
崩れることが多いので、コート上では常に笑顔
でいること、落ち着くために「間を取る」こと
を意識しています。
三村：試合やバレーボール教室などを通じて

企業イメージ向上に貢献されています。共済会も
くらしの安心づくりを通じて従業員の皆さんを元
気付け、パナソニックグループで働いていて良かっ
たと感じてもらうために活動しているので、共通
点があると思います。
石田：私たちが活動を続けられるのは、会社や職場
の皆さんの理解とサポートがあってこそ。バレーボー
ルで利益を直接生むことはできな
いので、結果で恩返しするしかあ
りません。頑張っている姿や結果
を見てもらうことで、勇気や感動
を与え、従業員の皆さんの「心の
利益」につなげたいと思っています。

Meet The Athletes
「知る」「学ぶ」「つながる」

社員がパナソニックアスリートに直撃インタビューする本企画。第６回は、エレクトリックワークス社の9人制
女子バレーボール部「パナソニック ブルーベルズ」の石田成実選手。チームは今年、シーズン２冠達成や社
会貢献活動などによる企業イメージ向上への貢献が評価され、グループ横断表彰を受賞。常勝の秘訣や、常に
ポジティブに笑顔でチームを引っ張る石田選手の魅力に迫ります。

石田選手のポジティブな姿勢こそが、見ている人に勇気や感動
を与えるプレーの源だと思いました。共済会で働く私も、従業
員のくらしを支える仕事に前向きに取り組み、周りに良い影響
を与えられる人になりたいです。（三村）

Interviewer’s Voice

リーグ8連覇の祝賀会
を職場のメンバーで開
催しました。非常に濃く、
楽しい時間を過ごすこ
とができ、改めて皆さま
の温かいご支援を実感
しました。

みむら・ななこ

三村  菜々子 さん

Interviewer

株式会社パナソニック共済会
くらしデザインサポート推進課

勇気と感動を与え 従業員の「心の利益」を生み出す

共有・共感・助け合いで
チームのベクトルを合わせる

三村：V9チャンプリーグで８連覇中のブルーベ
ルズ。勝ち続けるための秘訣はありますか。
石田：正直秘訣はないと思っていて、毎年勝つた
めに何が必要かを、佐々木監督をはじめみんなで
考えています。一人ひとりが「私がやるんだ」と
いう自覚と責任を持ち、日々の練習に取り組んで
いる結果が連覇につながっているのかなと。
三村：昨シーズンをもって６人が退団。メンバー
が大幅に替わる中、心境や役割の変化などはあり
ますか。
石田：今年からレシーブとスパイクを両方する、チー
ムの軸となるポジションに挑戦しています。自分
が崩れるとチームも崩れてしまうので、これまで
以上に、練習の段階から安定感・安心感のあるプ
レーを心掛けています。

三村：チームの勝敗を左右する存在なんですね。
プレッシャーを感じ、失敗したらどうしようとネ
ガティブに捉えてしまいそうです。
石田：プレッシャーや責任は感じますが、考え込
んでもプレーは良くならないので、何事もポジティ
ブに捉えるように意識しています。調子が上がら
ないときは、できるようになるまで自主練習をし
たり、一人でいると落ち込んでしまうので、人と

一人ひとりがリーダーに
みんなでつかむ勝利

パナソニック株式会社

いしだ・なるみ

石田  成実 選 手

パナソニック ブルーベルズ

エレクトリックワークス社
ライティング事業部

チーム公式サイト Twitter

2022年
V9チャンプリーグ
決勝（YouTube）
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電子メール：newsroom_pnre@ml.jp.panasonic.com
社内メール便：611ｰ084：『幸せの、チカラに。』編集部

座談会メンバーは本
番前、Teamsで各自
の「社員稼業への思
い」を情報交換。番
外編としてお届けでき
ず残念！ （仲西 広祐）

お話を伺った鈴木竜
太さんの著書『自律
する組織人』は、ま
さに社員稼業の内容
が語られた一冊です。

（岡部 潤子）

いかに働くか――。
働くとは、その答え
を見つけるための、
長い旅路のようだと 
感じます。行きつ、
戻りつ。（岩田 洋）

自主自律、健 気な
愛犬の背中に学ぶ。
これからは父の背
中を愛娘に見せ…
られるよう努めます。

（並河 靖）

新しいことに挑戦す
るのが大好き。そん
な私が大切にする 
PLPは「日に新たに
挑む（Evolution）」
です。（福澤 達哉）

この度、新たに編集
部に加わりました！
読み手にとって有意
義なものとなるよう
二児の母、日々精進
します。（荒巻 亜季）

自分の組織が一つ
の会社で自分がその

「社長」なら…そう考
えると日々必死にな
るしワクワクします
ね。（米澤 康浩）

編集後記

誌面にご登場いただく社員を大募集！
自薦・他薦は問いません。ご感想・ご意見などもこちらへ。

Forms

ご自身のスマホなどから、「パナ
ソニックグループの経営基本方
針」関連や、パナソニックグルー
プより発信される各種コンテン
ツに、いつでもアクセスできる『パナソニック
グループの皆さんへ』。ぜひご活用ください。

『パナソニックグループの皆さんへ』
のご紹介

『幸せの、チカラに。』閲覧サイト
パナソニックグループ コミュ
ニケーションマガジン『幸せの、
チカラに。』各号も、ご自身のス
マホなどから閲覧可能です。ご
家族ともぜひお楽しみください。

パナソニック ブルーベルズ
石田成実選手の
サイン入りグッズ（レプリカユニ
フォーム、２冠達成記念サーモ
ボトル、タオル、クリアファイル）
を抽選で２人にプレゼント。

【応募方法】 応募フォームにアクセス
し て 必 要 事 項 を 記 入 し、
送信してください。

【応募期間】 2023年7月25日～ 
8月25日

当選者発表は賞品の発送
をもって代えさせていただ
きます。たくさんのご応募
をお待ちしています。

パナソニック コネクト（株）傘下のパナソニック 
アビオニクス（株）は、カタール航空、ユナイ
テッド航空、サウディアと、機内エンターテイ
ンメントシステム「Astrova」の納入契約を締
結。4K OLEDスクリーンやBluetoothによる
オーディオ接続、LEDムードライトなどの独自
機能の提供が可能となります。

7月7日から14日まで、今年も「グ
ループ DEI フォーラム2023」を
実施しました。４つのセッション
を通じて、違いを活かしあうことや現場の具体
的な事例を知り、国や地域を越えた異文化の
視点を持ちながら、グループとして目指す未来
像について語り合いました。

6月1日から3日にかけて、楠見さんがグループCEO就任後
初めて中国を訪問し、杭州・無錫・宜興の事業拠点を視察
しました。グループ中国・北東アジア総代表の本間さんら経
営幹部と巡回した2日間の様子を、ダイジェスト動画で紹介
しています。

パナソニック ホールディングス（株）は今年4
月、親子で創造性を育むことをコンセプトとする

「Scratch Home School～パナソニックの学校
～」を開校し、1期生として12組
の親子を迎えました。カリキュラム
や狙いについて、校長と元オリン
ピアンが語り合いました。

Panasonic Group Intraweb Site（PIW）などに掲載している、
トピックスを紹介します。

機内エンターテインメントシステム
「Astrova」の納入契約を締結

グループDEIフォーラム
2023を開催

楠見さんがグループCEO就任後
初の中国リアル出張へ

2025年4月開幕の大阪・関西万博まで、パナソニックグルー
プは子どもたちと共に未来をソウゾウする活動に取り組んでい
ます。4月23日に開催した、100年後の「こど
も万博」をソウゾウするイベントの様子や、特別
ゲストとして参加したパビリオンの建築家など
の思いをお伝えします。

100年後の「こども万博」を想像してみよう

「パナソニックの学校」を開校

5月16日、パナソニック エンターテインメント＆
コミュニケーション（株）は、「NICOBO（ニコボ）」
の一般販売を開始。従来のロボッ
トイメージとは異なる「弱いロボッ
ト」のコンセプトで、人々のウェル
ビーイングへ貢献します。

NICOBO一般販売を開始

これらの情報はPIWにも詳しく
紹介しています *。

＊ はイントラの二次元バーコードです。社用スマホで
アクセスください

5月18日、グループCEO の楠見さんが中長期
戦略や目指す姿を発信。それを踏まえ、6月1
日から2日にかけて、決算発表で「セグメント」
として数値開示をしている5つの事業会社の経
営陣が、中長期戦略の進捗や、今後の取り組み
などを説明しました。

楠見さんがグループ戦略を発信、
事業会社戦略説明会も実施

PRESENT

グループCEO
インタビュー

事業会社戦略
説明会資料

イントラ
ニュース*

社員向け
DEIサイト

サウディア

ユナイテッド
航空

本号の表紙は、今年5月
に大阪府門真市（京阪電
車 西三荘駅前）にオープ
ンした「Panasonic XC　
KADOMA（パナソニック・
クロスシー カドマ）」で撮
影。“グループにおける次

世代のワークスペース”として、社内外・地域などとの
協業を行えるオープンスペースやオフィスゾーンなど
を設けています。
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